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20世紀以降の現代憲法の特徴は，「人たる
に値する存在」のために不可欠の権利とし
ての生存権を含む「社会権」を保障する規
定を盛り込んでいる点にある。それらは福
祉国家の理念と結びつき，それ以前の近代
憲法のもとで確立した経済的自由権を一定
の場合に制限し，経済的弱者に対する保護
としての「社会権」を保障している。かか
る文脈において，経済活動における独占の
禁止や協同組合の承認・保護等を規定した
憲法も少なくない。本書は，副題に示され
るように「世界の憲法と独禁法」を手掛か
りとして，社会経済全体における協同組合
の地位を明らかにし，協同組合の社会制度
としての特質を解明しようとしたものであ
る。
「第 1章　先駆的憲法における協同組合
規定」では，現代憲法の先駆的なものとし
ての1917年メキシコ憲法，1919年ワイマー
ル憲法〔社会権としての生存権を規定した
最初の憲法〕，1931年スペイン憲法，1940年
キューバ憲法を取り上げ，それぞれの憲法
の特質と協同組合に関する規定を検討して
いる。そこでは，協同組合の社会経済的地
位が「経済的公正の担い手」，「経済的参加
の担い手」として位置づけられ，協同組合
の「社会的公共的特質と役割」が重視され
ているとし，その上で，「現代憲法と21世紀
憲法の特質と基調方向が「公正」と「参加」
（とくに経済・社会面の）に求めることができ
るとすれば，まさしく『経済的公正の担い
手』かつ『経済的参加の担い手』としての

社会的公共的特質を有した協同組合は，現
代と21世紀にふさわしい社会経済的地位を
有するものであるといえる」とする。しか
し，「経済的参加」を，経済的自由権や社会
権〔経済的公正〕と並列に置くのであれば，
憲法理論上での位置付けを明確にする必要
があろう。
次の第 2章から第 4章までは，合計，51

か国の憲法を，欧州連合を除くG20諸国の
憲法（ 2章），G20以外のヨーロッパ・アジ
アの21か国の憲法（ 3章），アフリカ・中南
米の21か国の憲法（ 4章）に分けて，第 1章
と同じ視点で検討を加えたものである。
「第 5章　世界の独占禁止法と協同組合
の適用除外」では，世界の独占禁止法にお
ける協同組合の適用除外に関する規定と，
世界の憲法における独占禁止規定と協同組
合保護規定について検討しているが，協同
組合一般についての適用除外制度が広く存
在するような整理や，ひいては独占禁止の
規定と協同組合の規定が憲法上に同居する
ことをもって実質的に協同組合は適用除外
であるとみなすことができるとしている点
には，異論があろう。
終章の「21世紀協同組合の社会経済的地
位」では，第 1章での立論と第 2章以下の
各国憲法規定の検討を踏まえて，21世紀の
協同組合を，憲法上の経済的自由（19世紀），
経済的公正（20世紀），それに経済的参加
（21世紀）との関係で再整理し，その複層的
な担い手として位置づけている。
これまで世界の憲法上における協同組合
に関する規定を網羅的に整理したものはな
かったので，本書は関係者にとって大いに
参考になろう。
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